OWNER'S MANUAL 


デジタルサラウンド 5.1 チヤンネルアクーステイマスシステム 

AM-wm/wniw 

この度は AM -1 om/i oinw システムをお買い上げいただき、誠にありびとうござい 
ます。 

本機を正しくお使いいただくため、ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読み 
ください。また、必要なときにご覧になれるよう保管しておいてください。 


AM-1 0皿/10虹\^^ンステム取扱説明書 



※説明の便宜上、イラストは原型と異なる場合があります。 




醫藝 ill 


ご使用前に、この「安全上の留意項目」をよくお読みになり、正しくお使いください。 


絵表示について I 


この「安全上の留意項目」は、製品を安全に正し <お使いいただき、あなたや化の人々 
への危害や財産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしています。内容 
をよく理解してか6本文をお読みください。 


A 

A 

参 

A 


巧欠 


化 


この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が死こまたは 
重傷を負う可能性が想定される内容を示しまず。 


、、この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が損傷を負う 
/胃^ 可能性が想をされる内容および物的損害のみの発生が想をされる 
内容を示しまず。 

( S 記号は禁止の行為であることを告げるものでず。 

國の中やお傍に具体的な禁止内容（左國の場合は分解禁止）が S かれていまず。 

参記号は行為を強制したり指示したりする内容を告げるものです。 

國の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントか6おけ） 

が巧かれています。 

么記号はを意を促す内容を告げるちのです。 

(左図の場合は指をはさまれないようにを意）が描かれています。 


r 

参 

畢源プラグを 
つンセントか 

6 巧け 

•万一、煙が化ている、蛮なにおいや音がするなどの異常状態のまま使用すると.火雖，感電の原因となりまず。すぐに機器本体の電 > 
源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。煙が化なくなるのを確詔して跟売店に修理をご化頼ください。 

•万一内部に水などが人った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントからおいて販売店にご連祕くださ 
し、。ぞのまま使用すると义が■感電の原因となりまず。 

•万一内部に異物などが入った墙合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントからおいて販売店じご連絡くだ 
さい。そのまま使用すると义災■感電の原因となります。 


A 

•電源コードが傷んだら（お線の露出、断線など）飯売店に交換をご巧頼ください。そのまま使用すると义災■感電の原因となります。 

A 

(§) 

•風呂場では使巧しないで<ださい。义が-感電の原因となりまず。 

敬化 
言 口 

水 場での巧用 
禁止 


巧 用 禁止 

•雷が鳴りだしたら、アンテナ撼や電源プラグじは触れないでください。感電の原因となります。 


(S) 

•表示された電源電圧（交流10日ボルト） U 外の電圧で使巧しないで < ださい。义災■感電の原因となりまず。 

•この磯器を使巧できるのは日本国内のみでず。船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しないでください。义炎の原因となります。 

♦この磯器に水が人ったり、めらさないようにごを意ください。义載■感電の原因となりまず。雨天、降雪中，お岸、水辺での使用は特 
にごミ主意ください。 


© 

•万一、この磯器を落としたり、キャビネットを破損した場合は.磯器本体の電源スイ、ソチを切り，電源プラグをコンセントからおいて 
販売店にご連絡ください。ぞのまま使用するとかが-感電の原因となりまず。 J 
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警告 



通風孔のある機器のみ 

•この機器の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、义炎の原因となりまず。この機器じは、内部の温度 
上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などじ通風孔があけてあります。みのような使い方はしないでください。 

この機器をあお向けや、逆さまじする。この機器を押し入れ、専用のラック外の本箱など風适しの悪いところに巧し込む。 

テーブルク□スをかけたり、じゅうたん、布団の上において使巧する。 


♦電源コードの上に重いものをのせたリ、コードが本磯の下敷じならないようじしてください。コードに傷がついて义炎-感電の原因 
とな y まず。 

•この機器の通風孔、カセットテープの挿人□、ディスク挿入〇などから巧部に金属類や燃え"\^^すいものなどを差し込んだリ、落とし 
込んだりしないでください。 义災- 感電の原因となリまず。特にお子様のいるご家庭ではご注意ください。 

•この磯器の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬□ちや水などの入った容器やルさな金属物を置かないでください。こぼれたり、 
中に入った場合义炎-感電の原因となります。 


•この機器の裏ぶた、キャビネット、カバーは絶対外さないでください。内部には電圧の高い部分があり、感電の原因となります。内 
部の点樵-整備-修理は販売店にご依頼ください。 

•この機器は改造しないでください。乂雖-感電の原因となりまず。 


•電源コードを傷つけたり、な]エしたり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしないでください。コードが破損して、义雖- 
感電の原因となりまず。 

AC アウトレット（電源コンセント）付き機器のみ 

•この機器の AC アウトレットが供給できる電力は背面パネルに表示されておりまず。接続ずる装置の消費電力の合計が表示されている 
W (容量）を超えないようにしてください。火楽の原因となりまず。電熱器具、ヘアドライヤー、電磁調理器などは接続しないでくだ 
さい。また、供給電力以内であっても、電源を入れたときに大電流の流れる機器などは、接続しないで<ださい。 




•調理台や祀湿器のそばなど油煙や湯気が当たるような場所に置かないでください。义雖-感電の原因となることがありまず。 
•ぐらついた台の上や傾いた所など不を定な場所に置かないでください。落ちたリ、倒れたリしてけがの原因となることがあります。 
♦電源コード、スピーカーコードを熱器具に近づけないでください。コードの被ふくが溶けて、义雖■感電の原因となることがあります。 
•窓を閉めきった自動車の中や直射日光が当たる場所など異常に湿度が高くなる場所に放置しないでくた’さい。キャビネットや部□ちに 
悪い影響をちえ、义楽-感電の原因となることがあります。 

•湿気听ほこりのをい場所に置かないでください。义楽-感電の原因となることがあります。 


電源を入れる前には音量（ボリューム）を最ルにしてください。巧然大きな音がでて聴力障害などの原因となることがあリます。 


•万一の事故防止のため、この機器を電源コンセントの近くに置き、ずぐじ電源コンセントからプラグを抜けるようにしてください。 


•旅行などで長期間、この機器をご使巧にならないときは安全のためおず電源プラグをコンセントから抜いてください。 
•お手入れの際は安全のため電源プラグをコンセントから扳いて巧ってください。 


•日年に一度くらいは機器内部の掃除を販売店などにご相談ください。機器の内部にほこりがたまったまま、長時間掃除をしないと义 
雖や故障の原因となることがありまず。特に、湿気のをくなる梅雨期の前に巧うと、より劾ま的でず。なお、掃除費用については販 
売店にご相談ください。 


•濡れた手で電源プラグをおき差ししないでください。感電の原因となることザあります。 

♦電源プラグを扳くときは、電源コードを引っ張らないでください。コードが傷つき、义炎■感電の原因となることがあります。必ず 
プラグを持って抜いてください。 


•移動させる場合は、電源スイ、ソチを切り、'必ず電源プラグをコンセントからおき、アンテナ線、機器間の接続コードなど外部の接続 
コードを外してから巧ってください。コードが傷つき、义雖■感電の原因となることがありまず。 


長時間音が歪んだ状態で使わないでください。スピーカーが発熱し、义炎の原因となることがありまず。 


•お子様がポート（スピーカー開□部）に、手を入れないようにご注意ください。けがの原因となることがあります。 

















(S) 

♦スピーカーコードの上に重いものをのせたり、コードが製品の下敷きにならないようにしてください。また、壁や棚などの間にはさ > 
み込んだりしないでください。スピーカーコードを傷つけて义楽の原因となります。 


A 

♦スピーカー内部に金属片や異物などを落とさないでください。ショートや発熱などを起こし、义炎の原因となります。 

A 

敬 化 
言口 

〇 

♦スピーカーコードを熱器具のあくや直射日光のあたるところには近づけないでください。コードの被覆が落けて、义楽の原因となり 
ます。 

(S) 

♦スピーカーコードを人が通るところなど引っ掛かりやすい塌所に這わせないでくた’さい。つまずいて範倒したり、スピーカーが落下し、 
けがや事故の原因となりまず。 


•く本製品>を分辭したり改造しないでください。破損や义炎の原因となります。 


〇 

♦発熱器具の近くが直射日光のあたるところには設置しないでください。そのような塌祈で使用しますと、义雖の原因となります。 ^ 


/ 

S) 

♦ぐらついた台の上や傾いたところなど不巧定な塌所は避けて置いてください。また、設置場所の強度は重みに耐えられるものにして > 
ください。落下して、けがや事故の原因となります。 

A 

を意 

〇 

•スピーカーを高いところに設置される場合には、作業が不巧定になりますので作業には十分ごを意ください。けが"\^^事故の原因とな 
りまず。 

S) 

♦定格を超える人力を入れた状態や長時間音が歪んだ状態で使用しないでください。スピーカーが発熱し、义楽の原因となることがあ 
y まず。 

S) 

•高いところに設置される場合じは、不意な衝擊に対して落下しないよう固定してください。固定しないまま使巧しまずと、落下し、 

けがや事故の原因となりまず。 

画 

S) 

•取が金具をご使用になる場合は、ご使用じなるスピーカーに対応しているボーブせ製の金具をご使用ください。 

他メーカーの金具や、対応外の金具を使巧するとスピーカーの破損や落下のおそれがありまず。 J 


音のエチケット 

♦音量は時や場所に応じて適度な大きさに調整してください。樹こ> 静かな夜園はルさな音でも通りやずいものでず。 


スピーカーの防磁について 

•サテライト スピーカーの 防磁について 

サテライトスピーカーは、防磁型になっていまずのでブラ 
ウン管を使用しているテレビやモニターなどにおづけて 
も、 画面に色ムラなど影響が生じにくくなっていまずが、 
まれに画面に色ムラなど影響が生じる場合がありまず。そ 
の場合はテレビやモニターか6本機を十分離し、テレビ 
の電源を切り、15分か630分の間隔をあけてか6再度テ 
レビの電源を入れてください。テレビの自己消磁機能に 
よって、正常な画面に戻りまず。その後わ、画面に影響が 
生じる場合には、サテライトスピーカーをさ6にテレビ 
か6離してご使用ください。 


•ベースモジュールの防磁について 

ベースモジュール内部のスピーカーは、防磁処理が施さ 
れていませんので、テレビやモニターなどにおづけない 
でください。おづけると、画面に色ムラなど影響が生じ 
る場合がありまず。その場合はテレビやモニターか6本 
機を十分（約 60 cmt (上）離し、テレビの電源を切り、15 
分か630分の間隔をあけてか6再度テレビの電源を入れ 
てください。テレビの自己消磁機能によって、正常な画 
面に戻りまず。その後电、画面に影響が生じる場合には、 
本機をさ6にテレビか6離してご使巧ください。 


スピーカーのお手入れについて 


キャビネットの汚れを落とす場合 

参ミちれやホコリは、柔6かい布でから巧きしてください。 
か6巧きをずる場合は、傷を付けないようにごを意 
ください。 

•ミちれがひどいときには、中性洗剤を薄めた水に柔ら 
かい布を浸し、堅くあって巧きとってから、柔らかい 
巧でから巧きしてください。 


参アルコール、シンナー、ベンジンなどの薬品はキャビ 
ネ、ソトの表面をいためまずので、ご使用にならないで 
ください。 

また、スプレーまの殺虫剤や消臭剤、芳香剤など电 
かからないようにごを意ください。 
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特長 

ボーズ独自の Acoustimass System (アクースティマス • システム） 

サテライトスピーカーは広い再生帯域と優れた拡散性、そして驚異的な再生能力を備え、ベースモジュールには「ベー 
スマネージメント」という発想のもと、アコースティック•ウェーブガイド、ベースパワーサミングなど、数多くのボー 
ズ独自のテクノ □ジーを凝縮。このサテライトスピーカーとベースモジュールが一体となって、完結型スピーカーシス 
テムでしか成し得なかった完成されたサウンドを実現しました。 


新開発ベースモジュール 

♦お音の位ホ目干渉マネージメント 

人闇のちが200 Hzt (下の低音には方向性を感じないと 
いう聴覚特性に着目し， AM - 10血/10皿 W のべースモ 
ジュールは200 Hzt (下のずべての低音成分をーヶ所で 
再生ずることで、低音同±の位巧干渉をマネージメント。 
低音信号はベースモジュールのドライバーに入力され 
る前に八イカットフィルターで急峻に中高音を遮断し、 
方向性を化ず不要な中高域の音をカットしていまず。 

参管共鳴の原理を応用した、 

特許技術アコースティック•ウ王ーブガイド。 

r 共振共鳴」の原理を応用•進化させたボーズの特許巧 
術アコースティック.ウェーブガイド。 2 m にもおよぶ共 
鳴管を3重に巧り曲げてコンパクトなキャビネットに収 
納。最適な位置に配置された2本の□径 13 cm ドライバ 
一が生み化ず空気の振動をこの管内部の空気に共鳴さ 
せることによって、効率よ<音のエネルギーを創り化し 
ます。また、アコースティック.ウェーブガイドは、コン 
プレッション歪みが発生しにくく、重低音帯域で再生で 
きる最大の音圧レベルを上げることに成功しました。 

参マルチアンプドライブでゆとりの低音再生を 
実現する、低音専用 G クラスアンプを内蔵。 

ベースモジュールは定格化力 150 W の低音専用パワー 
アンプを内蔵ずることで、ゆとりある低音再生を可能に 
ずるアクティブ•パッシブちま探用。5個のサテライトス 
ピーカーは組み合わせる AV アンプで、ベースモジュー 
ルは内蔵アンプでドライブ。この結果 AV アンプの負荷 
を軽減してサテライトスピーカーはパワフルに余ネ谷を持っ 
た再生を実現。ベースモジュールち専用のアンプでゆとり 
ある低音再生を可能としました。 

♦高出力用と通常出力用の電源部を独立して 
配備した2段階式パワーアンプ 

大化力が必要なときだけ高化カモードに自動的に切り 
替わる節電タイプのため、電源利用効率に優れ、発熱量 


も抑えられるので、コンパクト化が巧能になりました。さ 
らにヒートシンクのお状に工夫を凝らし、熱を効率よく 
逃がずことで、ノイズの発生しない自然空ちを実 i 見。ま 
た、電源が ON であっても、入力がない場合は自動でス 
リープ状態の省エネモード(待機電力1 W じ(下）になりま 
ず。また、電源 ON 時には突入電流によるトラブルが発 
生しないようにサイリスタを探用してソフトスタートし 
まず。 

参ベースパワーヴ三ング 

AM - 10皿/10皿机では、ポーズ独自のベースパワー 
サミング巧術により、5チャンネル分の低域成分を電子 
回路で位巧を整合して最適化してから合成。を数個使用 
による低音同±の位巧干渉を防ぎ、フラットで効率のよ 
い低音を再生しまず。 

参 P . A . P . (Psycho Acoustically Processed ) 
回路 

深夜などを所迷惑にならないようボリュームをあると、 
低音が不足して迫力が損なわれてしまいまず。これは 
人闇のちが、音がルさ<なるにつれて特定の周波数が 
聴こえにくくなるという特性を持っているからでず。 
AM - 10皿/10皿 W では、ム理音響学に基づいて人闇の 
聴覚特性を自動補正ずる P . A . P . 回路を搭載。この特許 
巧術は、 AM - 10血/10夏 W の音響特性を考慮しながら 
聴覚上最电自然に聴こえる音響バランスを実現しまず。 
さらにコンプレ、ソシヨン回路の探用で、過大入力があ 
った場合ち音割れを起こすことがありません。 

参 R . A . C.(Room Acoustic Compensator ) 
回路 

一般的なベースコント□ールでは、低音を変化させる 
と中低音まで上下してしまいまず。しかし AM -10 皿 
/10皿 W に搭載されている RAC . 回路は、床•壁•天井の 
材質や面積によって影響を受けやずい周波数帯域の量だ 
けを補正調整できるので、部屋の音響特性に合わせて 
正おな補正が可能でず。 
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すべてが同じ特性、性能のワイドレンジ•サテライトスピーカー 


♦口径目 0 mm 。 強力な磁気回路を備えた 
ドラィバ'- 

振動系の見直しとバッフル板一体構造の探用により，コー 
ン紙のエクスカーションをこのサイ ブとしては異例の 9mm 
まであ大。驚異的なワイドレンジを実現し、重低音を担う 
ベースモジュールとのつながりを自然なものとしています。 
しかち、 このサイブならではの広いあ散性も実現。5本ず 
ベてがまったく同じ周波数特性と同じ指向性を持っている 
ため、スピーカー闇の音像の移動が非常にスムーブで各 
チャンネルのレベル調整や音質補正も不要です。 


♦臨場感溢れる再生を可能にするダイレクト/ 
リフレクティング 

ボーズは、人闇の聴覚と音の物理特性を解析ずるム理 
音響学や室内音響学を初めてスピーカー開発に導入し、 
直接音と闇接音を理想的にコント□ールずる特許ダイ 
レクト/リフレクティング理論を生み化しました。お散性 
に優れた5本のサテライトスピーカーは，上下で別々に 
向きを変えることで、天井や壁に反射ずる闇接音と直接 
音との割合を最適に調節ずることができ、より豊かな空 
闇印象をちたらしまず。 


C ご使用になるアンプについて 


このスピーカーシステムには、 5.1 (フ□ント L/R/C、 サラウンド L/R、LFE) チヤンネル分の入力がありまず。通 
常のステレオアンプでは，このシステムの本来の性能が発揮されませんので、 5.1 チヤンネルの化力端子を装備して 
いる AV アンプなどと組み合わせてご使用ください。 


C 開姻時のごを意 



♦付属品を確認してください ♦ 

电し、開捆時に損傷などが発見された場合や内容物が不 
足しているときは、そのままの状態を保ち、ただちにお買 
い上げになった販売店までご連絡<ださい。そのままで 
のご使用はおやめ<ださい。また、箱や捆包材は、後日 
製品の修理メンテナンス等が企、要になつた場合のために 
保管しておくことをおずずめしまず。 


A 警告 

参 AM -10 田/10田 W のべースモジユールは、約 16 kg 
あります。移動する際に、腰を痛めたりしないよう 
に十分注意して持ち上げてください。 

♦窒息する危険がないように、スピーカーを包んで 
いたビニール袋は子供の手の届かなし、場所に保管 
してください。 


. パワーアンプ内蔵べースモジュール 







S 








• 入力用スピーカーコード 


( LFE ライン共用) 
6 mX 1 セット 





• センタースピーカー用ゴム足（小）4個 



-サラウンドスピーカー用コード 
15 mX 1 セット 



* フロントスピーカー用コード 

6 mX 3 本 



ベースモジュール用 
AC ケーブル1本 















































( スヒ——力————卜1^3し、こ 


) 


♦フ□ントスピーカー用コード、サラウンドスピーカー用コードの極性の見分け方 ♦ 

スピーカー用コードの極性（©、 ©) は、図のようになっていまず。 


目印の凸部 



スピーカー側は、ホいスリーブが付いている方が@じな 
ります。スリーブが取れてしまったり、コードを短くしてご 
使用になる場合は、図のよラにコードに凸がある方が© 
になりますのでコードの凸を目印にしてください。 


ベースモジュール側はピンプラグ 
の中が©でかが Q になります。 


♦入力用 スピーカーコー ドについて ♦ 

入力用スピーカーコードには図のようにコード自体に入力ずる信号の種類と極性が書かれていまず。 
また、 LFE 用のピンプラグは、使用時にキャップをはずして使用します。 


ク\ ま意 

LFE 用のコードを使用しない時は、必、ずキャップをはめておいてくださし、。キャップをはめておかないと、ノイズや誤動作 
の原因になります。 




入力用スピーカーコードは、か 
要に応じてコードをさいてご 
使用< ださい。 


♦ヴテライトスピーカーへのコード接続の方法 ♦ 



図のように入力端子の上の部分を指で押ずとコードを差し込めるよ 
うになります。指をはずすとコードが固定されまず。 

入力端子のうちホいリングがついている方（の）にホいスリーブが 
ついたスピーカーコード（の）を差し込んでください。 


入力端す 
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c システムの設置位置を選ぶ 


) 


♦ AM - iom / iomw スピーカーシステムの設置について ♦ 


•巧画ソフトのセリフ部分はセンタースピーカーが中ムと 
なって処理しまずのでセリフが画面の中から化てくるよ 
うセンクースピーカーはなるべく画面にをい中ム線上 
に設置することをおずすめしまず。 

•フ□ントの左側とち側のスピーカーで演化されるサウン 
ドイメージには広がり感があり部屋のどこにいても自 
然に窗こえるよう気を配りながら、画面を挟むように設 
置しまず。 

•サラウンド•スピーカーは、見ている人のゆ像イメージ 
を広げる細かなサウンドや効果音、またソフトによっては 
セリフの一部を再生し、見てしぶ人に協場感を与えます。 


直接後ろからではなく両側から音声が耳に届くような 
位置にサラウンド•スピーカーを置くとよしでしょう。 

♦フ□ントスピーカー、サラウンド' スピーカーとも左ちは、 
ずべてリスナーが画面に向いた状態が基準になります。 

•サテライトスピーカーはすべて防磁型タイプです。テレ 
ビやモニクーなどの画面の近くに置いて电、画面への 
影響は非常に起きにくくなっていまず。 

•ベースモジュールは防磁処理されていませんので、画 
面から約 60cm じ(上離して設置ずることをおずずめし 
まず。また、音響的には、部屋の前ち(画面側)に設置し 
たほうがをい結果が得られまず。 


C 各スピーカーの設置位置について _ ) 

t (下の設置例は、あくまでも推奨設置例ですので、必ずこのように設置しなければならないというものではありません。 
部屋の状況や、好みに合わせていろいろなセッティングをお試しください。 

♦スピーカーの設置例 ♦ 




♦フ□ントサテライトス ピーカー ♦ 


•テレビやスクリーンの両胞にスピーカーを設 
置ずる場合は、音と峡像がノ\ラバラにならな 
いように画面の端から、それぞれ 1m を超えな 
い飽囲内に設置ずることをおずずめしまず。 

•音像と巧像のバランスを取るために、画面中 
央と一直線上にフ□ントスピーカーを置くこ 
とをおずずめしまず。 

画面の上端の高さに置くこと电できまず。 

※天井から吊り下げたりして、極端に画面の高 
さと違う場合は音像の移動感と B 央像の移動と 
が不自然になります。極端に高さは違えない 
ほうがよいでしょう。 
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♦フ□ントセンター(前方中央)サテライトスピーカー ♦ 


-サテライトスピーカー1台をセンタースピーカー 
としてテレビの上または下に置きます。下に 
置く場合はサテライトスピーカーに直接テレ 
ビの重量がかからないようにしてください。 

•センタースピーカーはできるだけ画面にをい 
位置に置<と、セリフが画面上から窗こえや 
ず<なりまず。 

※天井から吊り下げたりして、極端に画面の高 
さと違う場合は音像の移動感と映像の移動と 
が不自然になります。極端に高さは違えない 
ほうがよいでしよう。 




♦サラウンドサテライトスピーカー ♦ 


サラウンドの音声は、リスナーの直接後ろ側からでなく、壁の反射などを使って両側から届くよう設置すること 
をおずずめしまず。 


•座席の横か後ろに、スピーカーどうしをでき 
るだけ離して置きます。 

•これ6のスピーカーをリスナーの真後ろに置 
きたい場合は、ちに直接音声が届かないよう 
に、高い位置に置くか、リスナーに向けないよ 
うにしまず。 

ただし、大きな音を化せないようなところで 
は直接向けた方がよい場合がありまず。 
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♦ベースモジュール ♦ 

下記の手順に従って> ベースモジュールの設置位置を 
遲んでください。 

ミち：ベースモジュール内部のスピーカーは防磁されてい 
ませんので、ブラウン管を巧用しているテレビの場 
合は、面面に影響をちえないようにかなくとも 60 cm 
じ< 上離してください（機種とブラウン管のサイズに 
よって異なります）。 



1 .フ□ントスピーカーを 設置した部屋の端にをい壁か， 
テレビの うしろの壁に ベースモジュールを 設置しまず。 
その際 > 入力用 スピーカーコード' 各 スピーカーコード 
および、 AC ケーブルげ 届くことを確認してくださし、 
また， ベースモジュールは、テーブルの 下や、 ソファー 
の陰などじ設置してもかまいません。その際> 家具や 
カーテンがベースモジュールの 換気開 □ 部を塞げないよ 
うじ十分気を付けてください。 



3.ポート（四角い開□部）が塞がったり低音が化過ぎな 
いようじ、ポートを室内、あるいは聖におうように向 
けます。 

ポートを壁側にずる場合は 10cmt (上離すようじしてく 
ださい。 



4.ベースモジュールは、壁と壁の中央や、天井と床の中 
間の高さじな6ないようじ設置してください。低音に 
巧して悪い影響が化る場合がありまず。 


2.ベースモジュールの置き方をまめまず。ベースモジュール 
じは> アンプが内蔵されていまずので> 適切なアンプの 
ぶ巧を巧うためじ> コネクター部を下にして設置するか、 
調整用のつまみを上にして設置してください。 


ミ主:側面のスリット部みからの空気で内部の機器の;令去 P を 
斤っていますので、決してべースモジユールのスリッ 
卜の部分を塞がないでください。 
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c 接続について 


) 




9+aNnoayns iHQiy+s 


わ +aNnoayns ±=\ b~\+p 




e + 丄 HQiy + 巨 


け丄リ ]+i> 


心 一 






口 


'0 



© © 

◎◎◎◎◎ 

◎◎◎◎◎ 
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♦接続の確認をします ♦ 

•AV アンプ、ベースモジュール、サテライトスピーカーの全ての接続をもう一度確認してください。部屋のスピー 
カーの位置に対応した端子に闇違いなく接続されていることを確認しまず。 



□ V □プレーヤーの 

デジタルオーディオ出力端子より 


《 Dolby 、 ドルビー巧びダブル D 記号は、ドルビーラボラ 
トリーズの商標です。 

「 DTSJ および「 DTS デジタルサウンド」は DTS 社の登 
録商標です。著作権1996年、2000年 DTS 社。不許複裂。 


♦全ての接続が終った5電源を入れます ♦ 

全ての接続が確認できたら、ベースモジュール用 AC ケーブルをコンセントに接続しまず。 



♦デジタルオーディオ信号の接続 ♦ 

参 DVD プレーヤーなどのデジタル再生機器か 6AV アンプの接続の確認をします。 

DVD プレーヤーのデジタル音声化力端子と AV アンプのデジタル音声入力端子を接続します。接続には同軸ケー 
ブルか、光デジタルケーブルを使用しまず。この接続を行っていないと、デジタル音声の送受信が巧われません。 
さらに、 DVD プレーヤーなどにデジタル、アナ□グ音声切替スイッチがある場合は、デジタルに切り替えます。 
詳しい操作は、それぞれの機器の取巧説明書をご参照<ださい。 


AC-3 

PLAY IN 
(OPTICAL) 

PLAY IN 
(COAXIAL) 

DIGITAL 

IN 


强 


© 


A を意 

ドルビーデジタル、 DTS が応の機器を使用しても、ドルビー 
デジタ ルあるいは、 DTS でエンコードされていないディスク 
(ソフト）では、ドルビーデジタルあるいは、 DTS 再生はでき 
ません。ドルビーデジタル、 DTS が応のディスク（ソフト） 
をイま用してください。 


參 AV アンプと接続しているコードの極性（©、©)に間違いがないかを殖認してください。 


A を意 AV アンプが破損する可能性がありますから、コードのシヨートには、+々ご注意ください。 



© © 

◎ ◎◎◎◎ 

◎ ◎◎◎◎ 
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♦電源の ON / OFF について ♦ 

♦本システムは才ートパワースイッチ（自動 ON / OFF スイッチ）を採用しています。 

ベースモジュールに AC 電源が供給されてし''れば、ベースモジュールに信号が入力されるとべースモジュール内の 
アンプが自動的に ON になり、入力されている信号が止まると、一定時闇の後自動的にスタンバイ状態になりまず。 
本システムを操作ずる度に、このスイ、ソチを ON/OFR こする必要はありません。 

※ベースモジュール内のアンプは、通電していても入力信号が入っていなければ、スタンバイ状態の省エネモード（消 
費電力 0.4W) になっています。 



15 







AV アンプを使用ずるとをのを意 


♦センタースピーカーの音質調整について ♦ 

己本ずベてのサテライトスピーカーは全く同じものなのでセンタースピーカーの音質調整は必要ありません。 


♦ A V アンプのサラウンド諸設定をしてください ♦ 

サラウンド再生を巧う場合必ず AV アンプの設定を巧う必要がありまず。サラウンド•モードにした後、設定を行いまず。 


♦ AV アンプがドルビー-プ□□ジックの場合 ♦ 

AV アンプの設をは、ご使用になる AV アンプの機種や、メーカーによって大きく違ってきまず。設定手順、方ま 
については、ご使用になる AV アンプの取巧説明書をよく読んで、取巧説明書の手順に沿って巧ってください。 

センタースピーカーの設定はじ(下のようにわってください。 

-センタースピーカーを 「使用ずる」 

モードを選んで < ださい。 

-使用ず るセンタースピーカーの 設定 
は [Large (大)」または 「 WIDE 」 を 
選んで < ださい。 



♦ ドルビー•デジタル ( AC -3)、 DTS 対応の AV アンプで己.1チャンネル再生する場合 ♦ 

-サラウンドス ピーカーと フ□ントス ピーカーの 音量バランスをとりまず。 

-サラウンドスピーカーの遅延時闇を調整しまず。 

-各チャンネルのスピーカーサイズの設定をおこないまず。チャンネルごとのスピーカーの設定は、下の表を参 
考にしてください。サテライトスピーカーはフルレンジのスピーカーとして働きますので、全て 「Large (大)」 
にセットしまず。 

•サブウーファーは 「ON (オン)」（使用ずる）にしまず。 

■LFE (低域効果音）を 「ON (オン）」にし、ク□スオーバー周波数が設定できる电のは、 80 Hz または設定巧 
能な最ルの値に設定しまず。 

ただし、ご使用の AV アンプのメーカーやモデルによって、調整方まや、調整内容が違いまずので、くわしくは、お 
手持ちの AV アンプの取圾説明書をご参照 < ださい。 


スピーカーと LFE の設定について 


スピーカー 

AV アンプの設定 

フ□ント L / R チャンネル 
センター(中央）チャンネル 
サラウンド L / R チャンネル 
サブウーファー 

LFE 

ク□スオーパー周波数 

Large (大） 

Large (大 ）、 WIDE 

Large (大） 

ON (オン）使用する 

ON (オン）最大レベル 

80 Hz / 設定可能な最小値 
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c より迫力あるサウンドのために 


) 


参 LFE (Low Frequency Effects / お域効果音）の音量調整について 



コント□ールつまみ 


ベースモジュールの LFE レベルコント□一 
ルで巧画のサウンドトラ、ソクの LFE (低域効 
果音）レベルの増減ができまず。 LFE コント 
□ールつまみを回して低域効果音量を調整 
しまず。この音量はあらかじめ標準的な視 
聴状況に合わせてありまずので、かずしち調 
整は企、要ありませんが、お部屋の状況やお 
巧みに応じて音量を合わせてください。 


•Bass (お音 R . A . C ./ ルームアコースティックコンペンセーター)の音量調整 



Bass 

コント□-ル 
つまみ 


ベースモジュールの Bass コント□-ルつま 
みで、 LFE じ(タトの5チヤンネル分フ□ント 
( Lch / Rch / Cch )、 サラウンド ( Lch / Rch ) の 
低音部分の音量を調整できまず。たとえば 
高域の音が響きやずいときには、少し低音 
の量を増ずというようにお部屋の状況に合 
わせて調整します。この音量はあらかじめ 
標準的な視聴状況に合わせてありまずので、 
かずし电調整は必要ありませんが、お部屋の 
状況やお好みに応じて音量を合わせてくだ 
さい。 


♦低音および高音の調節 ♦ 

ご使用になる部屋の特性によって低音と高音の調節をずる必要があります。たとえば、ホ製の家具や床全体に敷 
き詰めたカーぺットあるいは厚いドレープ-カーテンなどがある場合、高音が吸収され、スピーカー-システム 
の低音が強調されて圍こえる可能性があります。また、フ□ーリングや大理石などを使用した床や壁、堅い表面 
のを具の場合は、高域成分がをくなり過ぎる可能性がありまず。低音と高音の調節が企、要な場合は、スピーカー 
か6再生される音を圍きながら、 AV アンプの音質調整機能を使用して調節してください。 
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故障かな？と思った 5 

AM - 10皿/10皿 W スピーカーシステムに問題がある場合は、一度 AV アンプの電源を切り、 t (下の箱ま方法を試してみて 
ください。 


問 題 

解ミ夫方法 

システムがまったく働かない 

• AV アンプを含め、 AV アンプに接続されている音源（ビデオ， 
CD 、 チューナー等）の機器の電源が入っているかを殖認する。 

- AV アンプで適切な音源を選がしているか殖認する。 

音が化ない 

-デジタル音声の場合、デジタル機器のデジタル音声化力端子と 

AV アンプのデジタル音声入力端子が同軸/光デジタルケーブル 
で接続されているか確認する。 

• スピーカーの接続を点おする。 

-各機器の電源が入っているか殖認ずる。 

-アンプの音量を上げる。 

■へ、ソドホン/イヤホンが差し込まれていないか殖認ずる。 

音が歪む 

• スピーカーのコードが玻損していないか殖認する。 

- AV アンプに入力信号のレベル調整機能がある場合は、入カレ 
ベルの調整をずる。 

低音が化ない 

- AV アンプのスピーカー化力端子の極性とスピーカーコード 
の極性が闇違いないことを確認する。 

- AV アンプの各種設定が適切であるか確認ずる。 

低音が少なかったり、大きすぎる 

-ベースモジュールを壁またはコーナーにをづけると低音が大 
きくなり、壁またはコーナーから離ずと低音がルさくなる 
というバウンダリー効果（境界面効果）を使って調整ずる。 

•ベースモジュールの横の LFE / Bass コント□ールつまみで調整する。 

サラウンド効果が余 U ない 

- AV アンプをドルビー.プ□□ジ、ソクモードで使用している場合、 
サラウンド•モードになっているかどうか殖認する。 

-ドルビー'デジクル AC -3 または DT S サラウンドの場合は、 AV アンプ 
設を(を種設をおよび、サラウンド側の音量)が適切であるかどうか、ドル 
ビー' デジタル AC -3 または DTS がオンになっているかどうか確認ずる。 
また、音源（レーザー'ディスク、 DVD ) や再生しているソフトがドルビー 
デジクル AC -3 または DTS 用に対応していることをモを認ずる。 


故障の場合のお問い合わせ先 

故障及び修理のお問い合わせは、 

ボーズ.サービスセンター株ま会社フリーダイヤル函0120 -235-2 已〇 
住所干 206-0035 ま京都を摩市唐木田 1-53-9 唐木田センタービル 

製品等のお問い合わせは、 

ポーズホま会社、インフォメーションセンター 巧 03-54 朗 -095 己 

までご連給ください。 
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仕様 

•総合 

インピーダンス 60 

許容入カ フ□ント （ L / C / R )、 サラウンド ( L / R ) 100 W/ch rms ( IEC 268-5) 

カラー AM -10]! :ブラック、 AM-IOHW :ホワイト 

付 属 品 入力用スピーカーコード （6 m 6本組 • 1セット） 

フ□ントスピーカー用出カコード （6 mx 3 本） 

サラウンドスピーカー用出カコード （15 m 2本組.1セット） 

♦サテライト.スピーカー（防磁型） 

ユニット構成 60 mm ドライバー X 2(1 本） 

防磁ちま キャンセリング•マグネット方ま、シールド方ま併用 

入力端す スナップイン-ター5ナル 

タトお寸法 78 ( W ) X 157 ( H ) XI 04( D ) mm 

質 量 1.1 kg 

♦アクーステイマス.ベースモジュール（非防磁型） 

ユニット構成 13 crn ウーファー X 2 

外お寸法 207 ( W ) X 415 ( H ) X 643 ( D ) mm 

質 量 1日.9 kg 

〈内蔵アンプ部（ウーファー用）〉 

低音合成 ベースパワーサミングちま 

走：格出：力 150 W 

電源電圧 AC 1 00 V , 50/60 Hz 


保証 

イ呆証の内容およびを件は付属の保誌書をご覧 < ださい。 


19 



Better sound throi 


任 arc わ ® 


ぶ'ース:'柿 3 [含化 

http://www.bose.co.jp/ 

干 150-0044 東京都渋を区円山町 28-3 '渋を YT ビル TEL 03-5489-0955 


♦仕様巧び外観は改良のため予告なく変更することがあります。 

♦弊社取扱政外の製品については、保証の責任を負いかねますのでご了承願います。 




